
今明年退職する年代の人間ほど憲法を熟読して

いる者は少ないと思う。

憲法では,前文の冒頭から「日本国民は」と謳

い上げ,学問の自由を含む多くの権利を保証して

いる。第10条に「日本国民たる要件はこれを法律

で定める。」とあるが,若い頃はその辺の微妙な

問題を意識したことが無く,人である限り権利を

享受し得るものと錯覚していた.

30代の半ばの頃,あ る同僚に職員組合の委員長

就任をお願いしたところ日本国籍を持たないとの

理由で固辞された。全構成員が彼の人格を信頼し

ているから外国人故に統制に服さない恐れは無い

旨を説いたが,問題は組織内部では無く,人事院

や法務省との関係であると言われたので引き下が

る他は無かった。後にヨーロッパに渡り,対日感

情が素晴らしく良い国であったのでイ国人的には極

めて快適な 2年間を過ごしたが,その国の外国人

法を知り,その運用を見聞するようになってから

は,上記の同僚に無理を強いたのではないかと改

めて反省している。なお,大本寸の収容所などにつ

いての我国の新間の報道では, 日本のみが外国人

に苛酷であるような論調が多いが,難民の受入れ

への対応ののろさは批判を受けざるを得ないとし

ても,それ以外の出入国管理は先進諸国と比べて
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も柔軟であると思う。

さて,憲法10条でいう法律は国籍法であり,そ

の第 1条に「日本国民たる要件は,こ の法律の定

めるところによる。」とある。その中で,元来外

国の国籍を有 していた人が日本国籍を取得する
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この法律には帰化を申請したときに法務大臣に

よって許可される可能性の有無についての示唆は

1語たりとも書いてない。実は, 日本国民の「要

件」というからには, 日本人になる為の重要な事

項が書かれているものと勝手に想像していた。と

ころが法律で「要件」というのは読んで字の通 り

「必要条件」のことであった。

上に記したように国籍法に帰化の必要条件が初l

挙されているが,その条件を満たす集合は,「人

間」という集合に比べて余 り小さくなっていな

い。勿論,犯罪者や外国に住んでいる外国人や国

籍を有している日本人は除外するようになってい

るから地球上の数十億人のうち99.999%ま では除

かれて数万人の該当者が残るだけとなり,見機卜け

上は厳しい条件を課したようになっている。しか

し, 日本国に悪意を持たず日本に定住したいと思

う程の人の集合を考えれば,100%満 たしている

ような事柄しか見当たらない。せいぜい職業的な

不良外人を排除しているに過ぎない。結局,法に

書かれている日本国民の要件とは, 日本ないし外

国に住む全ての日本人と, 日本に定住を希望する

外国人の全てが満たしているようなものらしい。

日本は法治国であり, 日常生活なども含めて殆

どの事柄が法で決められていて,生きている社会

の中でどうしても規定しきれない中間的な部分だ

けについて,行政官の裁量や司法官の判断に委ね
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るものと教えら,紀てきた。:鍛,国賞え駐熊蜃義難
であれば寿代とともに集級からず順 零〈剛昴に
ついて̈ ているところが少‐iし錢るにして

も,構の調胃冒ば動 運覇薦さ紅 ・ヽヽるものと,懸

),口 1国籍法の,よう|に,図外とも園鶴する軸 につ
|ヽて1銭 あ,らゆる状況ぶ想定した催発建銃輸斜るこ|

違|が著しく触難奮で東Ъ等嗜寝には塞文と言えるこ‐

とだけしか書けなぃのでおろぅ.=それ亀 日本国
嵐たる必要発分条件[ついては,全て鞭 め

裁量健黍さにている男状になってぃるの1かと思
う。
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きて,多くの人の勧尽力警硬いてい.るが,な藩を
か期 しな0ヽ91m多 くが,璽国籍を合め|て
合理的かつ懸連な対応むしてヽ .ヽ遷印に比頌 ,繊‐

熙鶉 装組1鋏 目立つ。最鮨め諭割n‐

載国で鑢 うだ孤跡範顆轟輔導され魂 ‐却
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